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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜全体連絡＞

・クラブについて要検討（内容や実施場所等）
　→1月～3月は今まで通り実施。4月から検討していきましょう。
・疾患別診療計画書：1/20(火)アップロードまでに終わらせるよう取り組みましょう。
・2月中旬頃12日～と20日～に2週連続でOT学生の実習があります。（どちらも担当：蕨野さん）
・2/6(金)午後に弘前大学大学院生の公認心理師実習があります。
・巡視後指摘事項：3点指摘事項あり。

1階の身障者トイレの天井に雨漏りあり、修繕伝票提出必要。→終了

1階のボイラー室の清掃。

職員休憩室の冷蔵庫の中の整理を行う。→終了

＜利用者様情報＞
デイケア
・立原　芳美様～外来診察終了後に生活保護担当ケースワーカー大崎氏と共に青陽館見学を実施。見学に至った理由を尋ねると、自殺未遂を図った経緯もあり自宅にひとりで籠るのではなく日中活動の場所を作るよう主治医に勧められたと話しており、脳梗塞後遺症として左半身の軽度麻痺がありそのリハビリも兼ねて通うのにも良いと感じていると話す。現在は就労はしておらず年金と生活保護費で生活をしておりマッサージを受けること(月・水曜日)と買い物に行くこと以外は何もしていないが何かと忙しいのだと言う。青陽館概要について紹介して行く中で本人様からは通所手段と利用料金について質問があり、通所手段について片麻痺があるため送迎対象として青南病院～青陽館間の送迎を行う事をお伝えし、利用料金については生活保護受給のため利用費用は掛からないことをお伝えしている。プログラムについては調理プログラムやパソコン教室に興味を示されている様子である。体験利用を提案するとすぐには決めることが出来ない様子を見せるが、携帯電話を所持していないため体験利用をしたいのであれば今日程を決めたいことをお伝えすると2/5(木)の体験利用を希望されている。(当日は昼食を青陽館の宅配弁当を注文済みであり、10時半頃にバスで当院到着後に外来窓口に声をかけていただき送迎に向かう事としている)※ケースワーカー大崎氏からは、立原様のデイケア通所に伴うバス料金は生活保護からの支給が出来るとの事で［デイケア通所移送費(交通費)支給申請書］を10ケ月分(10枚)を頂いている。また、本人様は連絡先が無いためデイケアの無断欠席が有った際の緊急連絡先として大崎氏に連絡をすることで了承頂いている。
・松林　照子様～昨日来所時、担当スタッフと面談を行った際、田向様の行動への不満や自分への他利用者様の態度についての不満などを話し、デイケアを辞めたいとの発言も聞かれている。話を傾聴する事で落ち着いている。
・田向　玲美様～テンションは高めだが、被害的な言動が聞かれている。
・榊　正博様～唸っていることがあり、妻様に確認すると家でもあるとのこと。また、しかめ顔をしているため声を掛けると吸い込まれると話している。
ショートケア

・寺沢　彩様～見学者が来所しているが、見慣れない来所者に対し不安感が高まることがあり、対応しているスタッフを睨む様に見ていることがある。
デイナイトケア

・繁名　和恵様～青風荘より情報提供あり。今朝独語が止まらない様子が見られていたとの事。来所時より幻聴の訴えあり様々な表現をされている。10：05強い幻聴の訴えが聞かれリスペリドン服用、静養室利用されている。その後も怒り口調の独語が継続して聞かれている。
・稲垣　ふき様～日付や曜日があやふやになり、日課やプログラムの時間を忘れていることもあり、都度声掛けを行っている。
・大下　良悦様～先日南山苑と面談しているが、検査日程が組まれており入所は決定したとのことだが、入所日は調整中とのこと。
・中野渡　鉄男様～1/30(金)体験利用となっている。本人の状態について病棟より情報収集を行っていく。
